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行 政 視 察 報 告 書 

委員会名（会派名） 総務文教常任委員会 報告者 岡山秀義 

視察日程 令和４年７月１２日 ～７月１４日 

調 査 事 項 

及び 

視 察 地 

① 川島隆太脳科学理論に基づく「夢と希望の教育」の推進について（兵庫県小野市） 

② 高槻子ども未来館について（大阪府高槻市） 

③ 子どもの貧困対策事業について（大阪府門真市） 

④ 英語教育推進事業について（大阪府池田市） 

参加議員（委員） 塙 豊、岡山 秀義、柳川 隆、中山 眞二、長井 由喜雄、渡邉 雄三 

①  

【調査目的・内容】 

東北大学川島隆太教授を平成17年より教育行政顧問とし、刻々と変化する社会状況を把握しながら、

独自の「脳科学と教育」を理念とする特色あるオンリーワン教育事業『夢と希望の教育』を充実させ

ながら継続的に推進してきた。「脳科学と教育」とはどのような教育か、また、「16か年教育」「おの

検定」、小中連携教育から「中一貫教育」など先進的な教育展開について調査目的とする。 

【所感】 

川島隆太教授の脳科学の理念に基づき前頭前野を鍛えることにより主体的・対話的で深い学びの構

築・情報活用能力の育成に取り組み学力向上につなげている。おの検定では家庭学習の習慣化を図り、

基礎学力・基礎体力を育成する小中一貫した学習システムを取り入れている。16か年教育では、マイ

ナス1歳（胎児）から15歳までの脳科学理論に基づいた一貫した教育を展開している。平成28年か

らは、全校を併設型小中一貫校とし、全市で小中一貫教育を展開。河合小中学校では6年生が中学校

舎で学ぶ「５・４」製のシステムを取り入れている。 

非常に画期的な教育システムであるが学校環境や学区など考えると燕市では現実的ではない。 

燕市で新たに取り組み始めた「読解力」や今まで取り組みをより深化させるべきと考える。 

②  

【調査目的・内容】 

待機児童解消・多機能保育機能・母子保健機能・子育て人材育成機能等を配置し、高槻市の重点施策

である子育て支援の拡充を推進する中心拠点の視察と取り組みについて学ぶ。 

 

【所感】 

高槻駅より徒歩で行けるところにある子育て支援総合施設。３フロアからなる施設には、認定こども

園・子ども保健センター・子育て人材育成施設と充実した環境が整っていた。認定こども園では、休

日も含めた一時預かり、病児保育を実施。保護者のニーズに合った運営をしている。子ども保健セン

ターでは、母子保健手帳の交付や乳幼児健診等の母子保健事業を展開している。子育て人材育成施設

では、公立・民間を合わせた子育てに資する人材の育成に取り組んでいる。 

燕市でこれだけの総合施設は難しいと考えるが、休日預かりや病児保育などの必要性は学ぶべきであ

る。また公立と民間の連携強化も課題である。 

③  

【調査目的・内容】 

支援の必要な子どもを一人も、もれなく救えるように行政と地域、民間企業が一つとなり、セーフテ

ィーネットの強化を目的とし門真市全体で取り組んでいる。どれほどの子どもが支援を必要としてい

るのか、支援へ繋げる体制の構築について学びを深める。 

【所感】 

先ず驚いたことは市役所が旧校舎を利用していること。市民の方々も愛着をもって利用している様子

が見えた。門真市では平成29年より「子どもの未来応援ネットワーク事業」を実施し、地域の様々な



令和  ４年  ９月  １日 

人材に対して研修を行い、「子どもの未来応援団員」を育成することで、支援が必要な子ども及び保護

者を発見・通報し、支援へ繋げる体制を構築している。また、「子どもの未来応援チーム」を立ち上げ、

学校等の教育・保育関連施設との連携により、発見から支援の実施、見守りまでトータルでサポート

できる支援体制の構築に力を入れている。 

素晴らしく感じたことは、行政管理の自動販売機の売上を事業費に当て、必要なものは民間企業に協

力していただく。正に地域と行政で一人も、もらさない支援体制が構築されていることである。 

環境は違うにせよ、燕市でもできることを考えもらすことなく支援できる仕組みを構築する必要があ

る。 

④  

【調査目的・内容】 

グローバル化社会の進展に対応する教育の一環として、英語学習への興味・関心を高め、国際感覚を

磨き、英語のコミュニケーション能力等の育成についての取り組みを学ぶ。 

【所感】 

池田市では、学校園に外国人講師を配置して、幼稚園では年10回程度、小学校低学年でも英語活動を

実施、授業を行っている。外部の英語検定を小学6年生〜中学2年生全員に実施し、タブレットを用

いて英語4技能を数値で測定し課題や克服に向けた取り組みを行っている。 

燕市においてはjack＆bettyや英語スピーチコンテストを毎年開催しグローバル化社会でも先頭に立

てる人材育成に取り組んでいる。 

全ての子どもたちが英語が好きになる取り組みを今後考えていきたい。 
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【視察の様子】 

① 兵庫県小野市 

 
 

② 大阪府高槻市 

 

③ 大阪府門真市 

 

④ 大阪府池田市 

 


